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【要 　旨】

目的：患者の全人医療を行う目的において，健康関
連 ���（以下 �����）評価が重要視され，近年
�����の評価法が報告されるようになった．今
回，重度視覚障害者（身障手帳 � ，�級を所持する
者）を対象に，�����の評価尺度である ���	�


（疾患特異的尺度）と ��	�（包括的尺度）を用いて

�����評価を行った．

対象及び方法：対象は��名（女��名，男��名）で平
均年齢
�歳である．そのうち身障手帳 �級所持者は
��名，�級は��名であった．全対象者に，���	�

と ��	�による�����評価を行った．���	�
は
��，��	�は�
の項目から構成される．

結果：���	�
では全項目スコアで身障手帳 �級所
持者のほうが �級よりも低い値を示した．特に，一
般的見え方と近見視力による行動の項目が低下する

傾向にあり，両眼でのものの見え方の低下のうち，

特に近見視を必要とする場面での行動制限を自覚し
ている傾向にあった．また ��	�では身障手帳 �，
�級所持者ともに全項目スコアが国民標準値より低
値を示し，その傾向は �級所持者に顕著であった．
そして，日常生活上の行動を身体的な障害の理由に
より自力で行うことができないと強く感じるととも
に，特に仕事や普段の活動時において身体的，精神的

な理由による制限を自覚しているという傾向にあっ
た．両尺度から総合的に解釈すると，重度視覚障害
による影響は仕事などの活動時に現れ，その要因と
して近見視を必要とする場面での行動制限によると
考えられた．

考按及び結論：患者の �����を評価するために，
疾患特異的・包括的尺度を組み合わせる事で，重度
視覚障害者の総合的な �����を評価することが
できた．今後，両尺度の特徴を兼ね備えた独自の評

価法を検討していく予定である．


